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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遠方を照らす複数の遠方光源と、
　近傍を照らす複数の近傍光源と、
　前記遠方光源および前記近傍光源に電力を供給する電源と
から構成されるＬＥＤ前照灯を備える軌条車両において、
　前記遠方光源と前記近傍光源とからなる一方の光源群と、
　前記近傍光源のみからなる他方の光源群と、を有しており、
　前記一方の光源群は、第１遠方光源と第２遠方光源と第１近傍光源であり、
　前記他方の光源群は、第２近傍光源であり、
　前記第１近傍光源に電力を供給する第１近傍光源接続線と、
　前記第２近傍光源に電力を供給する第２近傍光源接続線と、
　前記第１近傍光源接続線と前記第２近傍光源接続線とを接続する接続線と
　前記接続線に備えられる開閉器と、
　前記第２近傍光源の電流を検知する電流検知装置と、
をさらに備えており、
　前記電流検知装置の出力に応じて前記開閉器を制御するとともに、前記一方の光源群ま
たは前記他方の光源群と、を選択的に点灯すること
を特徴とするＬＥＤ前照灯を備える軌条車両。
【請求項２】
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　遠方を照らす複数の遠方光源と、
　近傍を照らす複数の近傍光源と、
　前記遠方光源および前記近傍光源に電力を供給する電源と
から構成されるＬＥＤ前照灯を備える軌条車両において、
　前記遠方光源と前記近傍光源とからなる一方の光源群と、
　前記近傍光源のみからなる他方の光源群と、を有しており、
　前記一方の光源群は、第１遠方光源と第２遠方光源と第１近傍光源であり、
　前記他方の光源群は、第２近傍光源であり、
　前記第１遠方光源と前記第２遠方光源を代替する予備遠方光源と、
　前記第１近傍光源と前記第２近傍光源を代替する予備近傍光源と、
　前記第１遠方光源に電力を供給する第１遠方光源接続線と、
　前記第２遠方光源に電力を供給する第２遠方光源接続線と、
　前記第１近傍光源に電力を供給する第１近傍光源接続線と、
　前記第２近傍光源に電力を供給する第２近傍光源接続線と、
　前記予備遠方光源に電力を供給する予備遠方光源接続線と、
　前記予備近傍光源に電力を供給する予備近傍光源接続線と、
　前記第１遠方光源接続線と前記予備遠方光源接続線とを接続する第１遠方光源予備接続
線と、
　前記第２遠方光源接続線と前記予備遠方光源接続線とを接続する第２遠方光源予備接続
線と、
　前記第１近傍光源接続線と前記予備近傍光源接続線とを接続する第１近傍光源予備接続
線と、
　前記第２近傍光源接続線と前記予備近傍光源接続線とを接続する第２近傍光源予備接続
線と、
　前記第１遠方光源予備接続線と、前記第２遠方光源予備接続線と、前記第１近傍光源予
備接続線と、前記第２近傍光源予備接続線と、に備えられる各開閉器と、
　前記第１遠方光源接続線と、前記第２遠方光源接続線と、前記第１近傍光源接続線と、
前記第２近傍光源接続線と、に備えられる各電流検知装置と、をさらに備えており、
　前記各電流検知装置の出力に応じて、前記各開閉器を制御して前記予備遠方光源と前記
予備近傍光源とを点灯するとともに、前記一方の光源群または前記他方の光源群と、を選
択的に点灯すること
を特徴とするＬＥＤ前照灯を備える軌条車両。
【請求項３】
　請求項１又は２に記される軌条車両において、
　前記遠方光源および前記近傍光源は前記電源に並列に接続されること
を特徴とするＬＥＤ前照灯を備える軌条車両。
【請求項４】
　請求項１又は２に記される軌条車両において、
　前記遠方光源および前記近傍光源は直列に接続される複数のＬＥＤ素子であること
を特徴とするＬＥＤ前照灯を備える軌条車両。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は軌条車両に関するものであって、特に、進行方向の手前から遠方まで広範囲を
照らすことができるとともに、複数の光源から放射される光量の大小と照射方向（光軸）
とを切り替えることができ、前照灯を構成する一部の光源が失われた時に、他の光源によ
って失われた機能を補完する機能を備えるＬＥＤ前照灯を備える軌条車両に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、軌条車両はその軌条に沿って乗客等の乗降に供されるホーム、軌条、信号およ
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び給電設備などの施設が配置されており、これらの施設において多くの係員が作業をして
いる。これら係員が軌条車両の接近や遠ざかりを容易に認識できるように、軌条車両の最
前部と最後部には列車標識が備えられている。進行方向を向く最前部に備えられる列車標
識は白熱灯や高圧放電灯から構成される前照灯であり、最後部に備えられる列車標識は赤
色灯からなる尾灯である。
【０００３】
　軌条車両に備えられる前照灯には、対向列車の運転手やホーム係員の眩惑を抑制するた
めに、光軸を可変とする機能または異なる光軸を有す複数の光源を選択的に点灯する機能
が備えられる。
【０００４】
　軌条車両の例ではないが、特許文献１に、異なる光軸を有す複数の光源からなる照明制
御装置であって、いずれかの光源が故障した際に、この故障を検出するとともに、故障し
た光源の代替として他の光源を強制点灯させる技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平４－２９２２３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　近年、白熱灯や高圧放電灯に代わり、消費電力や発熱量が小さい発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）が照明装置に供される場面が多くなりつつある。軌条車両に備えられる前照灯の光源
にＬＥＤ素子を用いる場合、ＬＥＤ素子から発せられる光は、白熱灯や高圧放電灯のそれ
に比較して、強い直線性と拡散しにくい性質を有するため、眩惑感を助長する場面や、進
行方向の遠方のみまたは手前のみが照らされ手前から遠方に渡る広い範囲が照らされない
などの場面などが生じることが懸念される。
【０００７】
　このため、ＬＥＤを前照灯に用いる場合は、ホーム係員や対向する列車の乗務員の眩惑
感を抑制するために光軸を選択したり前照灯全体の光量を小さくしたりする機能と、前照
灯を構成する複数の光源のいずれが故障した時に、その他の光源によって故障した光源を
代替できる信頼性が求められる。さらに、いずれかの光源が故障した後の眩惑感を抑制す
るための運転操作が煩雑な操作でないことが望まれる。
【０００８】
　本発明の目的は、手前から遠方に渡る広い範囲を照らすとともに、眩惑感を抑制するた
めに光軸を変更するとともに全体の光量を低減する減光機能を備え、いずれかの光源が故
障した時に、故障した光源の代替としてその他の光源を代替できる信頼性と、いずれかの
光源が故障した後の眩惑感を低減する操作が煩雑ならない操作性を有すＬＥＤ前照灯を備
える軌条車両を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明のＬＥＤ前照灯を備える軌条車両は、基本的手段と
して、遠方を照らす複数の遠方光源と、近傍を照らす複数の近傍光源と、前記遠方光源お
よび前記近傍光源に電力を供給する電源とから構成されるＬＥＤ前照灯を備え、前記遠方
光源と前記近傍光源とからなる一方の光源群と、前記近傍光源のみからなる他方の光源群
と、を有しており、前記一方の光源群または前記他方の光源群と、を選択的に点灯するも
のである。
【００１０】
　そして、前記一方の光源群は、第１遠方光源と第２遠方光源と第１近傍光源であり、前
記他方の光源群は、第２近傍光源であり、前記第１近傍光源に電力を供給する第１近傍光
源接続線と、前記第２近傍光源に電力を供給する第２近傍光源接続線と、前記第１近傍光
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源接続線と前記第２近傍光源接続線とを接続する接続線と前記接続線に備えられる開閉器
と、前記第２近傍光源の電流を検知する電流検知装置と、を備えており、前記電流検知装
置の出力に応じて前記開閉器を制御するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、手前から遠方に渡る広い範囲を照らすとともに、眩惑感を抑制するた
めに光軸を変更するとともに全体の光量を低減する減光機能を備え、いずれかの光源が故
障した時に、故障した光源に代えてその他の光源を代替できる信頼性と、いずれかの光源
が故障した後の眩惑感を低減する操作が煩雑ならない操作性を有すＬＥＤ前照灯を備える
軌条車両を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、鉄道車両に備えられる前照灯の一例を示す正面図である。
【図２】図２は、実施例１の前照灯を示す正面図である。
【図３】図３は、図２に示した前照灯（実施例１）のＡ－Ａ断面図である。
【図４】図４は、図２に示した前照灯（実施例１）の回路図である。
【図５】図５は、実施例２の前照灯の正面図である。
【図６】図６は、図５の前照灯（実施例２）のＢ－Ｂ断面図である。
【図７】図７は、実施例３の前照灯の正面図である。
【図８】図８は、実施例４の前照灯の斜視図である。
【図９】図９は、実施例５の前照灯の斜視図である。
【図１０】図１０は、実施例６の前照灯の斜視図である。
【図１１】図１１は、実施例６の前照灯の回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して、本発明を実施するための形態を説明する。本発明は敷設された
軌条に沿って走行する軌条車両に備えられる前照灯に係るものである。軌条車両には、鉄
道車両、路面電車、モノレール車両、新交通システム車両などがあり、以下に説明する実
施の形態では、軌条車両の代表として鉄道車両を例に挙げて説明する。
【００１４】
　図１は、鉄道車両１０に備えられる前照灯の一例を示す正面図である。鉄道車両１０の
先頭車の正面には、運転手が常務する乗務員室が備えられており、窓、ワイパー、貫通扉
などが備えられる。線路（軌条）に沿って、乗客等の乗降に供されるホーム、分岐器、踏
切、信号および給電設備などの各種施設が配置されるとともに、これらの施設において係
員が作業をしている。これら係員が鉄道車両１０の接近や遠ざかりを容易に認識できるよ
うに、鉄道車両１０の最前部と最後部の正面には前部標識として前照灯１、後部標識とし
て尾灯２が備えられる。
【００１５】
　鉄道車両１０の場合、線路に沿って進行するため進行方向が前進と後進の２種別のみで
あるため、前照灯１および尾灯２は遠方より鉄道車両の存在が認識できる程度の光量を備
える標識であれば良いとされている。夜間や長大トンネルを走行する際には前照灯１およ
び尾灯２の点灯が義務付けられているため、前照灯１や尾灯２の故障が故障した場合には
運休となる場合もある。
【００１６】
　近年、従来の標識としての機能に加えて、踏切を横断する歩行者や自動車への注意を喚
起し、乗務員（特に運転手）の前方視界を広くするために、前照灯１の光量を大きくした
り、昼間であっても点灯したりする場合が増えつつある。
【００１７】
　図２は実施例１の前照灯を示す正面図であり、図３は図２に示した前照灯のＡ－Ａ断面
図である。前照灯１は、鉄道車両１０の進行方向の遠方を照らす光軸１２Ｈを備える第１



(5) JP 5951766 B2 2016.7.13

10

20

30

40

50

遠方光源２１Ｈおよび第２遠方光源２２Ｈと、鉄道車両１０の進行方向の近傍（手前）を
照らす光軸１４Ｌを備える第１近傍光源３１Ｌおよび第２近傍光源３２Ｌと、これら光源
を覆うカバー５（図３参照）を有する。第１遠方光源２１Ｈおよび第２遠方光源２２Ｈ、
第１近傍光源３１Ｌおよび第２近傍光源３２Ｌは、順方向に電圧を加えた際に発光する複
数のＬＥＤ（発光ダイオード、Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）素子１８か
ら構成されている。
【００１８】
　図４は、図２に示した前照灯（実施例１）の回路図である。第１遠方光源２１Ｈおよび
第２遠方光源２２Ｈと、第１近傍光源３１Ｌおよび第２近傍光源３２Ｌと、の各光源は、
直列に接続される複数のＬＥＤ素子１８を有しており、これら各光源２１Ｈ、２２Ｈ、３
１Ｌ、３２Ｌは電源１５に並列に接続されている。
【００１９】
　鉄道車両１０の運転室には乗務員（特に運転手）が対向車両の運転手やホーム係員など
の眩惑を防止するために、前照灯１から照射される遠方光軸１２Ｈと近傍光軸１４Ｌとか
なる一方の光源群の点灯と、近傍光軸１４Ｌのみからなる他方の光源群の点灯と、を任意
に切り替える切り替えスイッチ１１が備えられる。
【００２０】
　切り替えスイッチ１１は、一方の光源群を構成する第１遠方光源２１Ｈ、第２遠方光源
２２Ｈおよび第１近傍光源３１Ｌの各光源を入り切りする接点５１Ｈ、接点５２Ｈおよび
接点６１Ｌからなる一方の接点群と、他方の光源群をなす第２近傍光源３２Ｌを入り切す
る他方の接点群である接点６２Ｌと、を有する。
【００２１】
　ＬＥＤ素子１８から放射される光は直進性が高く、拡散しにくい特徴を有する。このた
め、光軸１２Ｈを有し遠方を照らす第１遠方光源２１Ｈおよび第２遠方光源２２Ｈと、光
軸１４Ｌを有し近傍を照らす第１近傍光源３１Ｌと第２遠方光源３２Ｌと、の群に分けて
、これらを選択的に点灯する回路を構成した場合、進行方向の遠方のみが照らし出され、
進行方向の手前（近傍）は照らし出されず、鉄道車両１０の進行方向の手前（近傍）への
飛び出し等を把握しにくいなどの不都合が生じる懸念がある。
【００２２】
　上記懸念を解消するために、第１遠方光源２１Ｈおよび第２遠方光源２２Ｈと、第１近
傍光源３１Ｌと、を一方の光源群とし、第２近傍光源３２Ｌを他方の光源群とし、一方の
光源群と他方の光源群とを選択的に点灯できる回路を構成している。
【００２３】
　以上の構成によって、鉄道車両１０が対向車両のない駅間を走行する時などには、切り
替えスイッチ１１を操作して一方の接点群を閉じて、第１遠方光源２１Ｈ、第２遠方光源
２２Ｈおよび第１近傍光源３１Ｌに通電して、鉄道車両１０の進行方向の近傍から遠方に
至る広範囲を照らすことが可能であるため、乗務員は、鉄道車両１０の直前（手前）から
遠方に至る広い範囲で発生する障害物等を容易に認識することができる。
【００２４】
　さらに、鉄道車両１０が駅構内に浸入する際や対向車両がある場合などは、切り替えス
イッチ１１を操作して一方の接点群（接点５１Ｈ、接点５２Ｈ、接点６１Ｌ）を開くとと
ともに他方の接点６２Ｌを閉じて、第２近傍光源３２Ｌのみを点灯することによって鉄道
車両１０の進行方向の近傍のみを照らし、対向車両および駅係員等が眩惑を感じることを
抑制することができる。このとき、近傍および遠方を照らす一方の光源の総光量に比較し
て、近傍のみを照らす他方の光源の総光量を小さくすることができるので、駅係員等およ
び対向車両の運転手の眩惑感の抑制を促進することができる。
【００２５】
　さらに、複数の遠方光源と、複数の近傍光源と、を備えるとともにこれら各光源を電源
１５に並列に接続しているため、複数の遠方光源の内のいずれか、または、複数の近傍光
源の内のいずれかに不具合が生じた場合であっても、健全性を維持する遠方または近傍光
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源の継続発光によって全不灯を抑制するとともに所定の機能を維持できるため、鉄道車両
１０の運行を継続することができる。
【００２６】
　また、一方の光源群に含まれる第１近傍光源３１Ｌに電力を供給する接続線と、他方の
光源群の第２近傍光源３２Ｌに電力を供給する接続線と、は、接点（開閉器）８２Ｌと逆
流防止ダイオード１９を介して接続されている。第２近傍光源３２Ｌに電力を供給する接
続線には、この接続線を流れる電流を監視する電流検知装置４２Ｌが備えられており、第
２近傍光源３２Ｌの健全性を監視している。
【００２７】
　第２近傍光源３２Ｌを構成する複数のＬＥＤ素子１８の内のいずれかが壊れた場合、第
２近傍光源３２Ｌに電力を供給する接続線に流れる電流が減少する。電流検知装置４２Ｌ
は、この電流の減少から第２近傍光源３２Ｌに不具合が発生したことを検知する。
【００２８】
　不具合を検知した電流検知装置４２Ｌは、バックアップスイッチ１０２を操作して、通
常時には開いている開閉器８２Ｌが閉じられる。バックアップスイッチ１０２は、乗務員
が電流検知装置４２Ｌの出力を確認した後に手動で扱っても良いし、乗務員の操作を介す
ることなく自動で投入されても良い。
【００２９】
　バックアップスイッチ１０２が投入された後に、乗務員（特に、運転手）が切り替えス
イッチ１１を扱って、鉄道車両１０の進行方向の近傍のみを照らすために接点６２Ｌを閉
じると、電源１５から接点６２Ｌ、開閉器８２Ｌ、逆流防止ダイオード１９を経由して第
１近傍光源３１Ｌ（一方の光源）のみに電力が供給され、第１近傍光源３１Ｌのみが点灯
する。つまり、バックアップスイッチ１０２よって、不灯となった第２近傍光源３２Ｌに
代えて、第１近傍光源３１Ｌが点灯するため、鉄道車両１０の進行方向の近傍を照らすこ
とができる。
【００３０】
　バックアップスイッチ１０２が投入された後に、切り替スイッチ１１を扱って接点５１
Ｈ、接点５２Ｈ、接点６１Ｈを閉じた場合、第１遠方光源２１Ｈ、第２遠方光源２２Ｈお
よび第１近傍光源３１Ｌ（一方の群）に通電されて、鉄道車両１０の進行方向の近傍から
遠方に至る広範囲を照らすことができる。
【００３１】
　以上のバックアップスイッチ１０２が投入された後の切り替えスイッチ１１の取り扱い
は、バックアップスイッチ１０２が投入される前の取り扱いと何ら変わりなく、運転手は
従来の切り替えスイッチ１１の取り扱いによって、近傍から遠方に至る範囲の照射と、近
傍のみの照射（光軸切り替え）とを切り替えることができ、眩惑を抑制するための操作が
煩雑にならない効果を有す。
【００３２】
　なお、逆流防止ダイオード１９は、誤ってバックアップスイッチ１０２が投入された場
合に、接点６１Ｌから開閉器８２Ｌを経由して第２近傍光源３２Ｌに電流が流れることを
抑制して不要な点灯を防止する。
【００３３】
　図５は、実施例２の前照灯の正面図であり、図６は、図５の前照灯（実施例２）のＢ－
Ｂ断面図である。図５は、第１遠方光源２１Ｈおよび第２遠方光源２２Ｈを下段に並べて
配設し、第１近傍光源３１Ｌおよび第２近傍光源３２Ｌを上段に並べて配設したものであ
る。
【００３４】
　図７は、実施例３の前照灯の正面図である。図２および図５では矩形の前照灯１を備え
ているが、図７では前照灯１の形態を矩形から円形にしたものである。円形状の前照灯１
は、円形状の中央部を基準に上下、左右方向に４等分されており、上段に第１遠方光源２
１Ｈおよび第２遠方光源２２Ｈが配設されており下段に第１近傍光源３１Ｌおよび第２近
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傍光源３２Ｌが配設されたものである。
【００３５】
　図８は実施例４の前照灯の斜視図であり、図９は実施例５の前照灯の斜視図である。図
８に示す前照灯１は、第１遠方光源２１Ｈ、第２遠方光源２２Ｈ、第１近傍光源３１Ｌ、
第２近傍光源３２Ｌを、水平方向に交互に配設したものであり、図９に示す前照灯１は、
それらの各光源を垂直方向に交互に配設したものである。
【００３６】
　図５から図９に示す実施例２から実施例５に示す前照灯１を構成する各光源の形態や配
列は、鉄道車両１０の先頭車両の正面（妻面）を設計する際の自由度を高めるための例で
ある。図５から図９に示す前照灯１（実施例２から実施例５）は、図４に示す回路図を備
えるものであるため、実施例１に示した効果、つまり、遠方光源と近傍光源とを同時に点
灯できる回路構成によってＬＥＤの直進性が強く拡散しにくい特徴を補うとともに運転手
が進行方向の手前から遠方に至る広範囲を確認できる効果や、遠方および近傍と近傍のみ
とを照らす光軸および総光量とを切り替えるスイッチを取り扱うことによって駅係員や対
向列車の運転手の眩惑を抑制する効果や、光源の故障を検知する装置を備えるとともにこ
の故障検知装置の出力に基づいてバックアップスイッチを取り扱うことによって故障した
光源を健全な光源に代替できる効果や、複数の遠方光源と複数の近傍光源を備えるととも
に電源に並列接続することによって遠方及び近傍光源の信頼性を高める効果を奏すること
ができる。
【００３７】
　図１０は実施例６の前照灯の斜視図であり、図１１は実施例６の前照灯の回路図である
。図１０に示す前照灯１は、上段に水平方向に配設されるとともに光軸１４Ｌを有す３個
の近傍光源３１Ｌ、３２Ｌ、３３Ｌと、下段に水平方向に配設されるとともに光軸１２Ｈ
を有す３個の遠方光源２１Ｈ、２２Ｈ、２３Ｈと、を備えている。
【００３８】
　第１近傍光源３１Ｌ、第２近傍光源３２Ｌ及び第３近傍光源３３Ｌと、第１遠方光源２
１Ｈ、第２遠方光源２２Ｈ及び第３遠方光源２３Ｈと、の各光源は、直列に接続される複
数のＬＥＤ素子１８を有しており、これら各光源２１Ｈ、２２Ｈ、２３Ｈ、３１Ｌ、３２
Ｌ、３３Ｌは、電源１５の電圧が均等に作用する並列回路を構成している。第２近傍光源
３２Ｌと第２遠方光源２２Ｈとは、他の光源に不具合が生じた際に使用される予備の光源
である。
【００３９】
　第１近傍光源３１Ｌに電力を供給する接続線から逆流防止ダイオード１９と接点８１Ｌ
を介して予備の第２近傍光源３２Ｌに電力を供給する接続線と、第３近傍光源３３Ｌに電
力を供給する接続線から逆流防止ダイオード１９と接点８３Ｌを介して予備の第２近傍光
源３２Ｌに電力を供給する接続線と、が配線されている。
【００４０】
　同様に、第１遠方光源２１Ｈに電力を供給する接続線から逆流防止ダイオード１９と接
点７２Ｈを介して予備の第２遠方光源２２Ｈに電力を供給する接続線と、第３遠方光源２
３Ｈに電力を供給する接続線から逆流防止ダイオード１９と接点７１Ｈを介して予備の第
２遠方光源２２Ｈに電力を供給する接続線と、が配線されている。
【００４１】
　第１近傍光源３１Ｌ、第３近傍光源３３Ｌの各光源に電力を供給する各接続線には、各
接続線を流れる電流を監視する電流検知装置４１Ｌ、４３Ｌが備えられており、こられ光
源の健全性を監視している。同様に、第１遠方光源２１Ｈ、第３遠方光源２３Ｈの各光源
に電力を供給する各接続線には、各接続線を流れる電流を監視する電流検知装置４１Ｈ、
４３Ｈが備えられており、こられ光源の健全性を監視している。
【００４２】
　切り替えスイッチ１１は、第１遠方光源２１Ｈ、第３遠方光源２３Ｈおよび第１近傍光
源３１Ｌの各光源を入り切りする接点５１Ｈ、接点５３Ｈおよび接点６１Ｌからなる一方
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の接点群と、第３近傍光源３３Ｌを入り切する他方の接点群である接点６３Ｌと、を有す
る。つまり、第１遠方光源２１Ｈおよび第３遠方光源２３Ｈと、第１近傍光源３１Ｌと、
を一方の光源群とし、第３近傍光源３３Ｌを他方の光源群とし、一方の光源群と他方の光
源群とを選択的に点灯できる回路を構成している。
 
【００４３】
　以上の構成によって、鉄道車両１０が対向車両のない駅間を走行する時などには、切り
替えスイッチ１１を操作して一方の接点群を閉じて、第１遠方光源２１Ｈ、第３遠方光源
２３Ｈおよび第１近傍光源３１Ｌに通電して、鉄道車両１０の進行方向の近傍から遠方に
至る広範囲を照らすことが可能であるため、乗務員は、鉄道車両１０の直前（手前）から
遠方に至る広い範囲で発生する障害物等を容易に認識することができる。
【００４４】
　さらに、鉄道車両１０が駅構内に浸入する際や対向車両がある場合などは、切り替えス
イッチ１１を操作して一方の接点群（接点５１Ｈ、接点５３Ｈ、接点６１Ｌ）を開くとと
ともに他方の接点６３Ｌを閉じて、第３近傍光源３３Ｌのみを点灯することによって鉄道
車両１０の進行方向の近傍のみを照らし、対向車両および駅係員等が眩惑を感じることを
抑制することができる。このとき、近傍および遠方を照らす一方の光源の総光量に比較し
て、近傍のみを照らす他方の光源の総光量を小さくすることができるので、駅係員等およ
び対向車両の運転手の眩惑感の抑制を促進することができる。
【００４５】
　さらに、複数の遠方光源と、複数の近傍光源と、を備えるとともにこれら各光源を電源
１５に並列に接続しているため、複数の遠方光源の内のいずれか、または、複数の近傍光
源の内のいずれかに不具合が生じた場合であっても、健全性を維持する遠方または近傍光
源の継続発光によって全不灯を抑制するとともに所定の機能を維持できるため、鉄道車両
１０の運行を継続することができる。
【００４６】
　第１近傍光源３１Ｌを構成する複数のＬＥＤ素子１８の内のいずれかが壊れた場合、第
１近傍光源３１Ｌに電力を供給する接続線に流れる電流が減少する。電流検知装置４１Ｌ
は、この電流の減少から第１近傍光源３１Ｌに不具合が発生したことを検知する。不具合
を検知した電流検知装置４１Ｌの出力に基づき、バックアップスイッチ１０１を操作して
、通常時には開いている開閉器８１Ｌを閉じる。
【００４７】
　同様に、第３近傍光源３３Ｌに不具合が生じた場合、電流検知装置４３Ｌがこの不具合
を検知して、バックアップスイッチ１０３を操作して、通常時には開いている開閉器８３
Ｌを閉じる。
【００４８】
　同様に、第１遠方光源２１Ｈに不具合が生じた場合、電流検知装置４１Ｈがこの不具合
を検知して、バックアップスイッチ９１を操作して、通常時には開いている開閉器７２Ｈ
を閉じる。
【００４９】
　同様に、第３遠方光源２３Ｈに不具合が生じた場合、電流検知装置４３Ｈがこの不具合
を検知して、バックアップスイッチ９３を操作して、通常時には開いている開閉器７１Ｈ
を閉じる。
【００５０】
　各バックアップスイッチ９１、９３、１０１、１０３は、乗務員が電流検知装置４１Ｌ
、４３Ｌ、４１Ｈ、４３Ｈの出力を確認した後に扱っても良いし、乗務員の操作を介する
ことなく自動で投入されても良い。
【００５１】
　つまり、図１０と図１１に示す実施例６の前照灯１は、第１または第３近傍光源３１Ｌ
、３３Ｌのいずれかまたは両方に不具合が生じた時に、不具合が生じた近傍光源に代えて
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予備の第２近傍光源３２Ｌが点灯できる回路を構成するとともに、第１または第３遠方光
源２１Ｈ、２３Ｈのいずれかまたは両方に不具合が生じた時に、不具合が生じた遠方光源
に代えて予備の第２遠方光源２２Ｈが点灯できる回路を構成する。
【００５２】
　以下に、具体的に第３遠方光源２３Ｈに不具合が生じてバックアップスイッチ９３が投
入された後（接点７１Ｈが閉じられる）に、乗務員（特に、運転手）によって切り替えス
イッチ１１が扱われた時の前照灯１の灯火動作を説明する。
【００５３】
　乗務員（特に、運転手）が切り替えスイッチ１１を扱って、鉄道車両１０の進行方向の
近傍のみを照らすために接点６３Ｌを閉じて、接点５１Ｈ、５３Ｈ、６１Ｌを開けると、
第３近傍光源３３Ｌのみが点灯し、鉄道車両１０の進行方向の近傍のみを照らすことがで
きる。
【００５４】
　次に、乗務員（特に、運転手）が切り替えスイッチ１１を扱って、鉄道車両１０の進行
方向の近傍から遠方までの広い範囲を照らすために接点６３Ｌを開けて、接点５１Ｈ、５
３Ｈ、６１Ｌを閉じると、第３近傍光源３３Ｌが消灯して、第１近傍光源３１Ｌと第１遠
方光源２１Ｈと予備の第２遠方光源２２Ｈとが点灯して、近傍から遠方までの広い範囲を
照らすことができる。
【００５５】
　以上のバックアップスイッチ９３が投入された後の切り替えスイッチ１１の取り扱いは
、バックアップスイッチ９３が投入される前の取り扱いと何ら変わりなく、運転手は従来
の切り替えスイッチ１１の取り扱いによって、近傍から遠方に至る範囲の照射と、近傍の
みの照射（光軸切り替え）とを切り替えることができ、眩惑を抑制するための操作が煩雑
にならない。
【００５６】
　以上の説明は、第３遠方光源２３Ｈに不具合が生じてバックアップスイッチ９３が扱わ
れた場合であるが、第１遠方光源２１Ｈ、第１および第３近傍光源３１Ｌ、３３Ｌに不具
合が生じた場合にも、同様に、各光源に対応するバックアップスイッチ９１、１０１、１
０３が扱われて不具合が生じた各光源（２１Ｈ、３１Ｌ、３３Ｌ）に対応する各接点（７
２Ｈ、８１Ｌ、８３Ｌ）が閉じて、代替となる光源が点灯できる回路が構成されるので、
これらに関する説明を省略する。
【００５７】
　なお、実施例６に供される逆流防止ダイオード１９は、誤ってバックアップスイッチ９
１、９３、１０１、１０３が投入された場合に、各バックアップスイッチに対応する各光
源の不要な点灯を防止するために備えられている。
【００５８】
　一方の光源群および他方の光源群に、各予備灯を備えることによって、より高い信頼性
を得ることができるので、前照灯１の不具合に起因する運休等を抑制することができる。
【符号の説明】
【００５９】
１…前照灯　　　　　　　　　　　　　　　２…尾灯
４…光源　　　　　　　　　　　　　　　　５…カバー
１０…鉄道車両　　　　　　　　　　　　　１１…切り替えＳＷ（Ｈ－Ｌ）
１２Ｈ…遠方光軸　　　　　　　　　　　　１４Ｌ…近傍光軸
１５…電源　　　　　　　　　　　　　　　１６…光源
１８…ＬＥＤ素子　　　　　　　　　　　　１９…逆流防止ダイオード
２１Ｈ…第１遠方光源　　　　　　　　　　２２Ｈ…第２遠方光源
２３Ｈ…第３遠方光源　　　　　　　　　　３１Ｌ…第１近傍光源
３２Ｌ…第２近傍光源　　　　　　　　　　３３Ｌ…第３近傍光源
４１Ｈ…電流検知装置　　　　　　　　　　４２Ｈ…電流検知装置
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４３Ｈ…電流検知装置　　　　　　　　　　４１Ｌ…電流検知装置
４２Ｌ…電流検知装置　　　　　　　　　　４３Ｌ…電流検知装置
５１Ｈ～５３Ｈ…接点　　　　　　　　　　６１Ｌ～６３Ｌ…接点
７１Ｈ～７３Ｈ…開閉器　　　　　　　　　８１Ｌ～８３Ｌ…接点
９１…バックアップスイッチ　　　　　　　９３…バックアップスイッチ
１０１…バックアップスイッチ　　　　　　１０３…バックアップスイッチ

 

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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